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・ILS（計器着陸装置）：ﾛｰｶﾗｲｻﾞとｸﾞﾗｲﾄﾞｽﾛｰﾌﾟ（GP）

・滑走路の視程によるカテゴリー区分：Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

・ILSの信頼性のレベルで運用カテゴリー（CAT）が決定

・青森空港、現在はCATⅠ⇒CATⅢに向上させる

・CATⅢ化の目的：就航率、着陸の安全性、定時運行の達成

・従来の問題点：長期の積雪の誘電率測定法なし

積雪時のGPパスの上下偏位：誤差が大きい

・誘電率測定装置の開発（青森大学との共同研究）

・JAXAとの共同研究で、飛行実験の実施

・積雪深と誘電率の測定値を用いたGPパス予測装置の開発

経 過
2/22

(1) CATⅢ化で青森空港のILSにFFMが設置された。

(2) 2006年豪雪時にコース偏位-１５μAが発生した。
2007年新雪時の降雨で+10μAが確認された。
DDM=-１５μA ⇒-0.3度⇒滑走路末端で10.5mのずれ

(3) コース偏位の発生は安全運航において由々しい事態

(4) 帯状に除雪、コース偏位の主たる発生箇所は

LLZの前方50m～100m付近
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講演概要
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(1) LLZアンテナと前方の地面構造の概要

(2) 積雪誘電率の測定方法と測定結果、

解析法の妥当性の確認

(3) 発生要因の検討

・積雪形状によるコース偏位
・降雨によるコース偏位
・積雪時のNFMのモニタ特性の劣化
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青森空港ILS施設配置図
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LLZアンテナ GPアンテナ

LLZ－FFMアンテナ
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LLZアンテナ

LLZアンテナ
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GPアンテナ

GPアンテナ
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LLZ-FFMアンテナ

LLZ-FFMアンテナ
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図１(b)LLZアンテナ正面図
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図１(c)LLZアンテナ正面図
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透過型電磁共振センサー

透過型電磁共振センサー
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図２(b)共振センサと測定点
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図２(c)共振センサと測定点
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図３コース誤差模擬計算結果
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発生要因の検討
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(1) 3種類の積雪形状モデルで解析する。
新雪は積雪深一定、機械圧雪後には積雪形状が変形
雪質は左右等しいものとする。

(2) 降雨模擬
積雪断面を2層構造とし、
下層を圧雪または新雪のときに、
上層に降雨が沈降した場合を模擬する。

(3) 積雪時のNFMのモニタ特性の劣化
下層を圧雪、積雪の雪質を変化、RFの劣化
DDMは上記の降雨模擬シミュレーションと同じ状態
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図５(a)(b)積雪モデルのコース偏

差
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図５(c)(d)積雪モデルのコース偏

差
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図６(a) 降雨模擬ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
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図６(b)降雨模擬ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
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図６(c)降雨模擬ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
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図７(a)(b)積雪時のLLZNFM特

性
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図７(c)積雪時のLLZNFM特性21/22
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まとめまとめ
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(1) 誘電率の測定値を用いた解析方法の有効性を確認

(2) 積雪を機械圧雪の状態にすると、新雪状態と比べて、

降雨沈降によるコース偏位が軽減される。

(3) 圧雪状態になるとNFMのRFが低下し、規定値を逸脱。

このため、圧雪状態としFFMによる監視が望ましい。

(4) 圧雪・除雪によるコース偏位の抑制には限界がある

むしろ、反射波遮蔽構造体を提案する。
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